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第二に， 関一自主張として注目すべきは， 市営事業収益を都市財源と Lて積極的に
位置づけたことである。例えば，大阪市白市電事業ではそり収益は都市計画，下水道，
築港の財源として重要な役割を果していたが，その高収益を支えたりは利用者たる都市
大衆と低賃金，劣悪な労働条件を強制された市電労働者であった。すなわち，それは，
大乗負担に依存しつつ都前社会資本建設財源を調達するという都市独自の活動であった
のである。
総じて，関 白理論や試みは，基本的には利益原則の一般的適用として，ブルジョ
アジーの意向を反映した財源確保であり，官治主義に対するプルショア的進歩性もそれ
との妥協的生格を合わせ持つものであった，といえよう。
